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国際ワークショップ「東アジアの農業生態系における物質
循環と環境影響評価－国際共同研究に向けて－」報告

林 陽生地球環境部長

（ ） （ ）開 催 日：平成 年 月 日 火 ・ 日 水15 3 25 26

( )開催場所：つくば国際会議場エポカルつくば

200中ホール

地球上のさまざまな物質は、大気圏、水圏、土

。 、壌圏および生物圏を通して循環している しかし

世紀半ば以降の活発な人間活動は、これまで20

の持続的な物質循環を撹乱しつづけてきた。その

結果、温室効果ガスの増大、水不足、土壌劣化、

資源の枯渇、有害化学物質の蓄積や生物多様性の

減少などが進行している。

年に開催された地球サミットでは、人類1992

存続のために地球規模での環境保全の重要性につ

いて世界中に警鐘が鳴らされた。これにともなっ

て、現在の憂慮すべき状況に対処するため、地球

温暖化防止に関する一連の国際条約や、気候変動

に関する政府間パネル 、国連気候変動枠組(IPCC)

条約締約国会議 が加盟国間で締結されてい(COP)

る。また、ダイオキシンやカドミウムなど化学物

質の汚染に関わる国際的な基準の設定による環境

汚染防止や、生物多様性条約による生物種の保全

に向けた国際的取り組みが、推進されている。

東アジア諸国、とりわけ中国、韓国そして日本

は、アジア・モンスーンの気候条件のもとで共通

した問題を抱えている。そこで農業環境技術研究

、 、所は 年に韓国農村振興庁農業科学技術院2001

年に中国科学院土壌科学研究所との間で、2002

農業環境問題に関わる研究協力体制の強化に向け

。 、て覚書 を締結した このワークショップは(MOU)

東アジア固有の農業環境問題の解決を主要な目的

とし、上記の３研究所による研究協力の第一段階

として計画されたものである。

ワークショップには カ国から約 名の参加6 150

があり、基調講演に続き合計 課題の発表が行27

われ、農耕地からの温室効果ガスの発生、高二酸

化炭素濃度の作物への影響、重金属やダイオキシ

ンによる土壌汚染、水質悪化、および導入・侵入

生物や遺伝子組換え作物による環境リスクなどに

ついて、活発な質疑討議が交わされた。

総合討論では、全体を通した問題点の整理を行

うとともに、次回は中国で第２回ワークショップ

を実施することを申し合わせた。最後に、３カ国

の研究機関の代表が壇上にあがり、参加者の拍手

のなかでさらなる今後の協力を約束した。

左 ：陽理事長（農業環境技術研究所）
中央：楊副所長（中国科学院土壌科学研究所）
右 ：嚴副院長（韓国農村振興庁農業科学技術院）


